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全国高校総体推進課  TEL：098-866-2713　 FAX：098-866-2721お問い合わせ

　
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
開
催

二
百
日
前
に
あ
た
る
一
月
九
日
に
那
覇

市
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
イ
ベ
ン
ト
広
場
に

お
い
て
、大
会
開
催
を
P
R
し
、大
会
の

成
功
に
向
け
た
気
運
の
高
揚
を
図
る
目

的
で
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

点
灯
式
当
日
は
、
実
行
委
員
会
関
係

者
や
総
合
開
会
式
で
合
唱
や
ダ
ン
ス
を

披
露
す
る
高
校
生
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
大
会
実
行
委
員
会
会
長
の

仲
井
眞
知
事
の
代
理
で
出
席
し
た
大
会

実
行
委
員
会
副
会
長
の
仲
里
副
知
事
は

「
地
元
選
手
の
応
援
だ
け
で
な
く
、
全
国

か
ら
訪
れ
る
参
加
者
や
関
係
者
を
温
か

く
も
て
な
し
、交
流
を
深
め
、沖
縄
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
一
人
一
役
活
動
生
徒
実
行
委

員
会
の
平
良
唯
（
名
護
高
二
年
）
委
員
長

は
「
あ
と
二
百
日
も
あ
る
と
思
う
の
で
は

な
く
、
あ
と
二
百
日
し
か
な
い
ん
だ
と
思

う
気
持
ち
で
、
沖
縄
総
体
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
選
手
と
し
て
本
大
会
へ
の
出
場

を
め
ざ
す
山
本
浩
太
さ
ん
（
中
部
農
林
高

二
年
）
は
、「
一
日
一
日
を
大
事
に
し
て
、

最
高
の
舞
台
で
最
高
の
結
果
を
残
せ
る

よ
う
に
努
力
す
る
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま

し
た
。　

　

式
典
会
場
周
辺
で
は
、
高
校
生
一
人
一

役
活
動
生
徒
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、

通
行
人
に
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、大
会
開
催

を
P
R
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
四
日（
木
）に
那
覇
市
民
体
育

館
で「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」大

会
へ
の
出
場
を
め
ざ
す
選
手
や
、
高
校

生
一
人
一
役
活
動
を
進
め
て
い
る
県
内

各
地
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
大
会

開
催
の
ア
ピ
ー
ル
や
大
会
の
成
功
に
向

け
て
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
目
的

で
、
第
二
回
「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」
バ
ン
ミ
カ
セ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
校
生
一
人
一
役
活
動
生

徒
実
行
委
員
会
が
進
行
を
担
当
し
、

マ
ー
チ
ン
グ
、
郷
土
芸
能
・
空
手
道
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
競
技
紹
介
な
ど
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
二
千
人
を
超
え

る
来
場
者
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
来
県
し
た

奈
良
県
立
高
円
高
等
学
校
の
堺
沙
友
里

さ
ん（
三
年
）ほ
か
三
人
か
ら
南
部
農
林

高
校
の
照
喜
名
有
介
さ
ん
ら
へ

「
２
０
０
９
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
」
で
会

場
を
彩
っ
た「
友
情
の
花
」の
種
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
友
情
の
花
」
と
は
、
一
九
七
七
年
の

岡
山
大
会
で
花
を
通
じ
て
心
の
交
流
が

図
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
地
元
高
校
生

が
、
各
会
場
を
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
で
飾
り
、
大
会
終
了
後
に
種

を
採
取
し
て
次
年
度
開
催
県
に
贈
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
岡
山
大

会
以
来
、三
十
三
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
一
人
一
役
活
動
生
徒
実
行
委

員
副
委
員
長
の
上
門
幹
弥（
具
志
川
高
校

二
年
）
さ
ん
は
「
大
会
成
功
に
は
高
校
生

全
員
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
す
ば
ら

し
い
大
会
に
し
よ
う
」と
来
場
し
た

高
校
生
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
式
典
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
務
め
る
高
校
生
は
、平

成
二
十
一
年
六
月
の
選
考
会
で
百

六
十
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
平
良
悠
里
さ
ん

（
八
重
山
高
）、
玉
那
覇
晟
仁
さ
ん

（
沖
縄
尚
学
高
）、
知
花
優
さ
ん（
読

谷
高
）、
津
波
古
萌
さ
ん
（
那
覇
西

高
）、名
嘉
眞
彩
さ
ん（
普
天
間
高
）、

仲
村
美
涼
さ
ん
（
首
里
高
）、
普
久
原
実

咲
さ
ん
（
那
覇
国
際
高
）、
渡
邊
眞
梨
奈

さ
ん（
開
邦
高
）の
八
人
で
す
。

　

選
ば
れ
た
八
人
に
は
仲
里
副
知
事
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
八
人
の
式
典
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
は
、
七
月
の
総
合
開
会
式
で
全
国

か
ら
参
加
す
る
皆
さ
ん
を
元
気
で
わ
か

り
や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
の
発
声
練
習
や
ア
ナ
ウ
ン

ス
研
修
会
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
開
催

ま
で
二
百
日
を
き
り
、
県
内
各
地
で
は

大
会
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
る
な
ど

大
会
開
催
に
向
け
て
県
全
体
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
県
実
行
委
員
会

と
し
て
も
大
会
成
功
を
め
ざ
し
て
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
す
。

み
ん
な
の　

 

で
成
功
さ
せ
よ
う
！

開
催
に
向
け
て

　

七
月
二
十
八
日
（
水
）
に
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。全
国
一
巡
の
最
後
と
な
る
本

大
会
に
は
県
外
か
ら
選
手
・
監
督
等
、
約
三
万
六
千
人
が
集
い
、
県
内
各
地
で

二
十
八
競
技
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

開
催
二
百
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
点
灯
式

大
会
本
番
へ
残
り

二
百
日
切
る

力

気
持
ち
を
一
つ
に

第
二
回「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」バ
ン
ミ
カ
セ
大
会

総
合
開
会
式
式
典
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
委
嘱
式

電光掲示板にスイッチを入れる仲里県実行委員会副会長ら

決意宣言する山本浩太君

昨年の近畿まほろば総体で入場行進する県選手団

郷土芸能アトラクション

「友情の花」の種を伝達する奈良県高校生

仲里県実行委員会副会長らと８人の式典放送アナウンサー

大会開催用のPRチラシ
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沖縄国際アジア音楽祭実行委員会事務局（県文化振興課） TEL：098-866-2005お問い合わせ

3月6日　 ・7日

����������　
沖縄国際アジア音楽祭沖縄国際アジア音楽祭

いよいよ開催！
　音楽（music）が交差する（クロス＝×）する場所をめざして名づけ
た音楽祭“musix”（ミュージックス）が今月、開催されます。幅広い音楽
ジャンルや多くの人が交差し、そこで生まれる音楽を通じた出会いや
感動を新たなエネルギーとして、沖縄から世界に向けて発信します。

　沖縄県内各地で育まれてきた民俗芸能が一堂
に会し、その魅力を伝えるステージを披露します。
昼の部では、「沖縄の民俗芸能ステージ～島々の
彩音・能羽の輝き～」と題して、演舞の披露とワー
クショップ（体験教室等）を開催します。
　また、夜の部では、「ミュージックス・月間オー
プニングコンサート」として、6日（土）に「サルサ＆
ジャズステージ」、7日（日）に「民謡・島唄ステー
ジ」を開催します。
　一方、県立博物館・美術館では「日本の音フェ
スティバル in 沖縄」を開催し、さまざまな和楽器
に触れながらインストラクターの指導が受けられ
るコーナーをメインに、ミニライブやワークショッ
プを開催します。またモンゴル・韓国をはじめ日
本各地からミュージシャンが出演するコンサート
も開かれますので、是非ご覧ください。

　何百年も昔から島々に歌い継がれる
歌、古謡をテーマとした２つのコンサート
を浦添市てだこホールで開催します。13
日「Islands power～黒潮が繋ぐ島々の
古謡～」では、将来の伝承者となる若者達
へアーティストらが古謡を歌い、琉球弧の
古謡の魅力に迫ります。歌と踊りを通じて
島々が繋がる瞬間を体感してください。
　そして、20日は「古謡と沖縄音楽の近代化～山内盛彬生誕 120周年記
念コンサート～」を開催します。沖縄の伝統音楽の継承を考えるとき、忘れ
てはならない人物、それは山内盛彬です。 盛彬が採譜した沖縄の伝統音楽
や昭和初期にレコードにのって全国に流れた創作曲の数々が悠久の時を経
て、遂にこのステージでヴェールを脱ぎます。

　26日から28日の3日間は、メインイベントとして街中に音楽があふれだ
す期間となります。26日にメイン・オープニングとして、県民広場前で「沖縄
ちゅらうたコンサート」が開かれ、また、那覇市国際通り周辺とオキナワン
ロック発祥の街・沖縄市ミュージックタウン音市場周辺を中心にさまざま
なジャンルのライブを展開します。
　那覇市国際通り周辺で行われるライブハウスステージでは、
MONGOL800やかりゆし58など沖縄を代表するアーティストをはじめ、国
内外からも参加する総勢60組以上のアーティストらが出演します。沖縄市
では、「ワールドフェスinコザ」「オキナワノウタスペシャル」「オキナワンロッ
クの軌跡」と沖縄市ならではのステージが繰り広げられます。

　また、那覇市国際通りと沖縄市のゲー
ト通りのあちこちにアウトドアステージが
出現するなど街全体がステージに変わ
り、屋外ライブを楽しめます。
　メインイベント期間中はスペシャルス
テージも併せて開催されます。スペシャル
ステージの詳細については左ページの図
表をご覧ください。

　26日（金）27日（土）は、ホテルロイヤルオリオンで音楽プロデュー
サーなど音楽の専門家がさまざまなテーマを基に音楽ビジネスについ
て意見交換するカンファレンスを行います。　　
　また、アマチュアや新人アーティストを応援する「公開デモリスニン
グ」も開催します。

土 日

3月13日　 ・20日土 土

3月24日　 ・25日水 木

3月26日　～28日金 日

26日　 ・27日土金

無料
無料

無料

無料

無料

無料

沖縄の民俗芸能ステージ
沖縄ちゅらうたコンサート（メイン・オープニング）

ライブハウスステージ

スペシャルステージ

アウトドアステージ

日本の音フェスティバル in 沖縄《共催事業》

オキナワノウタスペシャル《共催事業》

音のページェント《共催事業》

沖縄の古謡コンサート

沖縄音楽の軌跡

ミュージックス・カンファレンス

ミュージックス・月間オープニングコンサート
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カンファレンスも同時開催！

街中に音楽があふれだす！

中孝介

MONGOL800

夏川りみ ディアマンテス 登川誠仁

南こうせつ 告知用ポスター

知名定男

与世山澄子

おおたか静流

SAKISHIMAmeeting

大工哲弘

入場無料

　沖縄音楽の歴史を辿る公演「沖縄音楽の軌跡」をパ
レット市民劇場で展開します。第一夜となる24日「ア
ジア伝統音楽の夕べ」では、琉球王国時代の宮廷音楽
である御座楽をはじめ、中国・韓国・台湾・インドネシ
アの伝統音楽が一堂に会し、アジアとの交流の中で育
まれた沖縄音楽の源流を探ります。
　第二夜となる25日「安里屋ユンタ 旅に出る」では、
竹富島で生まれ、今では沖縄を代表する民謡となった
《安里屋ユンタ》に着目し、琉球世から続く激動の時
代を経て、さまざまな形でカバーされてきた歴史を辿
り、沖縄音楽の魅力に迫ります。

3/27・28



　平
成
二
十
年
度
の
県
児
童
相
談
所
に

お
け
る
児
童
虐
待
処
理
件
数
は
、
四
百

八
件
で
す
。虐
待
の
種
類
で
は
、
身
体
的

虐
待
が
三
八
・
二
％
で
最
も
多
く
、
次

に
ネ
グ
レ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　虐
待
者
は
、
実
母
が
最
も
多
く
、
次
に

実
父
と
続
き
、
両
親
に
よ
る
虐
待
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　「虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
」

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
市
町

村
の
窓
口
（
児
童
福
祉
担
当
課
）
や
児
童

相
談
所
な
ど
に
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者

は
、
速
や
か
に
児
童
相
談
所
等
に
通
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
通
告
者
の
情
報
を
漏
ら
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
通
告
し
た
方

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

● 

身
体
、
顔
に
不
自
然
な
打
撲
等
の
あ

　

 

る
児
童

● 

季
節
に
合
わ
な
い
服
を
着
た
児
童

● 

戸
外
へ
放
り
出
さ
れ
た
児
童

● 

家
の
中
か
ら
助
け
を
求
め
る
悲
鳴
、

　

 

泣
き
声
を
出
す
児
童

　な
ど

　子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　例
え
ば
、

● 

自
分
だ
け
が
子
育
て
を
う
ま
く
で
き

　

 

て
い
な
い

● 

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

● 

子
ど
も
の
行
動
が
気
に
入
ら
な
い

● 

こ
の
子
が
い
な
く
な
れ
ば
、
な
ど
と

　

 

思
っ
て
し
ま
う

　こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
や

市
町
村
の
窓
口
、
ま
た
は
児
童
相
談
所

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　次
の
よ
う
な
こ
と
で
、
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

● 

家
族
の
誰
か
に
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ

　

 

た
り
、嫌
な
こ
と
を
さ
れ
る

● 

お
腹
が
す
い
て
も
食
べ
る
も
の
が
な
い

● 

た
た
か
れ
た
り
、
な
ぐ
ら
れ
た
り
し

　

 

て
痛
い
思
い
を
し
て
い
る

　こ
ん
な
時
は
、
学
校
の
先
生
や
近
所

の
人
に
相
談
す
る
か
、下
記
の
連
絡
先
へ

電
話
し
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
の
状
況

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
通
告
を

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

性的虐待
● 児童へのいん行　● 性的行為の強要

● 性器や性交を見せる

● 児童ポルノの
　被写体にする

　など

児童虐待の種類虐待者

身体的虐待
38.2％

実父 27.9％

実母 49.0％

実母以外の母
1.5％

その他
12.0％

実父以外の父
9.6％

ネグレクト
36.8％

性的虐待
4.9％

心理的虐待
20.1％

連絡先

窓　口
県中央児童相談所
（おきなわ子ども虐待ホットライン）

※各市町村児童福祉担当課でも受け付けています。

※各警察署等でも受け付けています。
　また、現に虐待行為が行われ、児童の生命身体に危害が加えられているなど
　緊急の場合は「110番通報」してください。

098-886-2900 24時間・365日

県コザ児童相談所 098-937-0859 8:30～17:15
（月～金）

電話番号 相談時間

県警察本部
ヤングテレフォンコーナー　 0120-276-556 9:30～18:15

（月～金）

県警察本部警察安全相談 098-863-9110 24時間・365日

子どもを虐待から
守るための5カ条

１「おかしい」と感じたら迷わず連絡
（通告）

2「しつけのつもり…」は言い訳
（子どもの立場で判断）

3 ひとりで抱え込まない
（あなたにできることから即実行）

4 親の立場よりも子どもの立場
（子どもの命が最優先）

5 虐待はあなたの周りでも起こりうる
（特別なことではない）

身体的虐待
● 殴る、蹴る、激しく揺さぶる

● 熱湯をかける、おぼれさせる

● たばこの火を押しつける

● 投げ落とす、逆さづりにする

　など

心理的虐待
● 言葉で脅かす

● 他の兄弟と著しく差別的な扱いをする

● 児童を無視したり拒否的な態度を示す

● 児童の心を傷つけるような言動をする

　 など

● 言葉で脅かす

● 他の兄弟と著しく差別的な扱いをする

● 児童を無視したり拒否的な態度を示す

● 児童の心を傷つけるような言動をする

　 など

ネグレクト（養育の放棄・怠慢）
● 児童を家に残したまま度々外出したり、
　 車などに長時間放置したりする

● 下着などを替えさせず不潔なままにする

● 適切な食事を与えない

● 登校する意志がある
　児童を登校させない

　など

● 児童を家に残したまま度々外出したり、
　 車などに長時間放置したりする

● 下着などを替えさせず不潔なままにする

● 適切な食事を与えない

● 登校する意志がある
　児童を登校させない

　など

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

児
童
」の
例

保
護
者
の
方
へ

子
ど
も
た
ち
へ

児童虐待
子どもたちを守ろう
　近年、全国的に児童虐待が増加し、沖縄県においても重大事件が発生しています。
　虐待は子どもに対する重大な権利侵害であり、その防止に向けて社会全体で取り組む必要
があります。
　あなたの早期発見・早期通告（連絡）が子どもを虐待から救います。

児童虐待の防止等に関する法律（以下、「児童虐待防止法」という）では「児童虐待」を、保護者
がその監督・保護する児童（18歳未満の者）に対して行う次のような行為と定めています。

から あなたの

「もしや？」が
子どもを　　　　います救

児童虐待とは？

県警察本部少年課  TEL：098-862-0110お問い合わせ 県青少年・児童家庭課  TEL：098-866-2174　FAX：098-868-2402お問い合わせ
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代表的な
スポット

ツル目クイナ科 国指定天然記念物

レッドデータ沖縄「絶滅危惧ⅠB類」、環境省レッドリスト「絶滅危惧ⅠA類」に分類
Gallirallus melanolophus

大宜味村

東村

国頭村

「ヤンバルクイナ」

全長 35cm、ヤンバルの森にのみ分布しています。

1981 年に新種として発見され脚光を浴びました。

飛翔力がなく地上で活動し、

夜間は樹上などで休息します。

近年マングースや捨て猫の影響などで、

生息数が大幅に減少しました。

現在沖縄県など地方自治体、地元の方々、

環境省、NGOなどが協力しながら

保護対策に取り組んでいます。

世界中でヤンバルのみに生息する飛べない鳥



興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

上司からもヒトコト

沖縄県産業・雇用拡大県民運動実施中！

現
在
の
仕
事
内
容
、一
日
の

平
均
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

仕
事
の
苦
労
は
？
や
り
が
い
は
？

仕
事
が
つ
ら
か
っ
た
と
き
の

対
処
法
は
？

最
も
身
近
な

食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
。

働
く
分
野
や

仕
事
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

数字に強く、食資材の管理はパーフェクト。
現場の新人教育にも期待しています。

外
食
・
フ
ー
ド
業
界
の
シ
ゴ
ト
と
は

1980年、本部町出身。沖縄尚学高校を卒

業後、明治学院大学法学部へ進学。東京

で就職し、約１年後に帰沖。2005年、エイ

アンドダブリュ沖縄（株）へ入社。A&W牧

港店、美里店、安慶名店での研修を経て、

２年前より名護店マネージャーとして勤

務。勤続２年11カ月

勤
務
は
三
交
代
制
で
、担
当
す
る
シ

フ
ト
を
預
か
り
店
舗
を
運
営
。一
時

間
前
に
は
出
勤
し
、店
長
と
の
申
し
送
り
や

業
務
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後

は
、注
文
を
受
け
る
フ
ロ
ン
ト
に
入
っ
て
ス

タ
ッ
フ
の
動
き
や
ホ
ー
ル
の
お
客
さ
ま
の

状
況
を
確
認
し
た
り
、バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
食

資
材
の
在
庫
や
調
理
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
し
ま
す
。午
後
十
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
の

高
校
生
を
帰
宅
さ
せ
た
後
は
、
事
務
作
業

が
中
心
。休
憩
や
食
事
は
そ
れ
か
ら
で
す
。

今
年
は
特
に
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
の
ア
ル

バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
や
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
店
長
か
ら
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
受
け
取
り
方
も
、
ひ

と
つ
間
違
う
と
ク
レ
ー
ム
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
、店

舗
全
体
の
品
質
や
衛
生
面
な
ど
、
日
々
の

チ
ェ
ッ
ク
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
で
人
と
接
す
る
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
大
役
に
神

経
質
に
な
り
す
ぎ
、
小
さ
な
ミ
ス

で
と
て
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
経
験
豊
富
な
店
長
や
二
人
の

先
輩
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
ろ
い
ろ
と
相
談

に
の
っ
て
く
れ
、励
ま
さ
れ
ま
し
た
。特
に

店
長
に
は
お
客
さ
ま
へ
の
対
応
や
業
務
全

体
の
こ
と
な
ど
、
親
身
に
指
導
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
の
で
、全
員

を
よ
く
観
察
し
て
み
ん
な
に
話
し

か
け
る
よ
う
に
心
が
け
、
い
い
こ
と
は
積

極
的
に
ほ
め
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
働
き
か

け
れ
ば
い
い
反
応
が
返
っ
て
く
る
し
、
体

調
や
精
神
面
の
変
化
に
も
気
づ
く
こ
と
が

で
き
、早
い
対
応
が
で
き
ま
す
。忙
し
い
と

き
こ
そ
笑
顔
で
楽
し
く
働
け
る
、
お
客
さ

ま
に
い
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
勉
強
の
途
中
で
す
が
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
ど
う
人

材
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
か
、
ど
う
す

れ
ば
よ
り
利
益
が
出
る
か
な
ど
、
幅
広
い

視
野
を
持
つ
必
要
性
を
痛
感
。
お
客
さ
ま

と
従
業
員
の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
考
え
、
い

ず
れ
は
店
長
も
め
ざ
し
た
い
。
楽
し
さ
が

お
客
さ
ま
に
伝
わ
る
店
舗
運
営
を
し
た
い

で
す
ね
。プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
け
れ
ど
、責

任
の
大
き
な
仕
事
ほ
ど
自
分
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま

す
。仕
事
に
自
信
を
持
ち
、懸
命
な
姿
勢
を

見
せ
る
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
と
真
剣
に
向

き
合
う
こ
と
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
信

頼
も
得
ら
れ
る
は
ず
。そ
の
姿
勢
は
、絶
対

仕
事
に
反
映
さ
れ
ま
す
！

エイアンドダブリュ沖縄（株）  名護店店長  屋嘉部 力さん
つとむ

今
後
の
目
標
は
？

同
じ
道
を
め
ざ
す
人
へ

経
験
の
中
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？

人と接する

仕事は

すごく楽しい

ですね。

コミュニ

ケーションは

大切な潤滑油。

「外食・フード業界のシゴト」●今月のシゴト・ターゲット

エイアンドダブリュ沖縄（株）　名護店マネージャー　崎濱 秀太さん（29歳）

崎濱 秀太さん

　崎濱にはシフト内での店舗運営を任せています。常

に仕事の1時間前には出勤し、食資材の管理では「なぜ

この価格になるのか」など疑問を掘り下げて研究する

努力家。数字にも強いので頼りになります。今年は現場

のアルバイトやパートの教育を新たに担当しています。

コミュニケーション能力にさらに磨きをかけてがんばっ

て欲しい。

　フー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
は
大
き

く
分
け
て
内
食
・
中
食
・
外
食
が
あ
り
、

外
食
と
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
、フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
や
カ
フ
ェ
、居
酒
屋
な
ど

外
で
食
事
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

指
し
ま
す
。仕
事
の
内
容
は
役
割
で
変

わ
り
、社
員
の
教
育
や
店
舗
運
営
の
責

任
者
で
あ
る
店
長
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

厨
房
で
調
理
を
行
う
キ
ッ
チ
ン
担
当
、

お
客
さ
ま
へ
料
理
を
運
ん
だ
り
注
文

を
取
る
ホ
ー
ル
担
当
、会
計
業
務
を
行

う
レ
ジ
担
当
な
ど
が
あ
り
、メ
ニ
ュ
ー

開
発
や
店
舗
開
発
を
行
う
専
門
の
担

当
者
が
い
る
企
業
も
。幅
広
い
年
齢
の

お
客
さ
ま
と
接
す
る
た
め
、言
葉
遣
い

や
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、笑
顔
や
お
も

て
な
し
の
心
も
必
要
不
可
欠
。調
理
師

の
免
許
が
あ
る
と
有
利
で
、お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
を
察
知
す
る
能
力
も
求
め

ら
れ
ま
す
。

求職者の方、事業主の方注目！！

　雇止め等で失業した方や未経験の職種や業務の訓

練を希望する30～44歳までの方を対象に、職場環境

への適応を容易にさせるため、協力事業所で短期間

（最長3カ月間）の職場訓練を行っています。

　協力事業所には訓練委託料（訓練生１人につき日額

1,000円）、訓練生には訓練手当（日額6,000円）を支給

します。　

　現在、協力事業所と訓練生を募集中です！！

◆問合せ先　(財)雇用開発推進機構

　☎098-859-6140

　URL http://www.empact.or.jp

　ワーク・ライフ・バランス企業認証制度とは、社員

の仕事と私生活の両立を支援する企業を県が認証登

録する制度です。

　認証を受けると働きやすい会社としてイメージアッ

プが図られ、優秀な人材の確保につながるなどさまざ

まなメリットがあります。

　これまでに、県の認証を受けている企業は16社で、

平成21年度に新たに認証を受けた企業は以下のとお

りです。

◆問合せ先　県雇用労政課

　☎098-866-2366

○株式会社 リウボウインダストリー

○株式会社 りゅうせき

○東亜運輸 株式会社

○ロジテム沖縄 株式会社

○オリックス・コールセンター 株式会社

ワーク・ライフ・バランス
企業認証制度のご紹介

沖縄県緊急ジョブトレーニング事業

　事業主、求職者の方をはじめとする利用者の皆さ

まに、より見やすく、わかりやすいホームページへとリ

ニューアルしました。各種支援事業等の情報を掲載し

ています。ぜひ一度ご覧ください。

（掲載内容例）

○合同企業説明会、面接会のお知らせ

○人材育成講座受講生、訓練生募集のお知らせ

○助成金制度一覧の掲載

○その他セミナー、相談会のお知らせ　など

雇用労政課
ホームページリニューアル

沖縄県　雇用労政課 検索



　

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
と
は
、み
か
ん
の
木
の
病
害
で
す
。

一
度
感
染
し
た
木
は
、治
療
薬(

農
薬)

が
な
い
た
め
、数
年
後
に
は

枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

お問い合わせお問い合わせ ●県警察本部少年課  TEL.098-862-0110　FAX.098-868-8571 ●県営農支援課  TEL.098-866-2280　　　FAX.098-866-2309

　

三
月
、四
月
は
卒
業
、進
学
、就
職
等
の
環
境
変
化
に
よ
る
不
安
感
や

開
放
感
か
ら
、少
年
の
深
夜
は
い
か
い
・
飲
酒
・
喫
煙
等
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。地
域
全
体
で
少
年
非
行
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

春
休
み
中
の
少
年
非
行
を
防
止
し
よ
う
！

県
内
少
年
非
行
の
現
状

春
休
み
中
の
少
年
非
行
防
止
対
策

み
な
さ
ん
へ

お
願
い
し
た
い
こ
と･･･

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病

「
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
」と
は

　

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
は
、

み
か
ん
類
の
世
界
的
な
重
要
病
害
の

ひ
と
つ
で
す
。「
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
」と

い
う
体
長
約
四
ミ
リ
の
小
さ
な
虫
や

「
接
木･

取
木
」に
よ
っ
て
伝
染
し
ま

す
。沖
縄
県
内
に
は
、南
北
大
東
村
を

除
く
す
べ
て
の
市
町
村
で
発
生
し
て

い
ま
す
。こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、葉

の
黄
化
や
退
緑
な
ど
の
症
状
が
出
ま

す
。こ
の
病
気
は
、一
度
感
染
す
る
と

治
す
薬（
農
薬
）が
な
い
た
め
、数
年
後

に
は
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
お
、本
病
に
か
か
っ
た
み
か
ん
を
食

べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
徴
的
な
症
状

①
葉
に
黄
化
や
退
緑
が
見
ら
れ
、次
第
に

落
葉
し
、枯
れ
枝
が
目
立
つ
。

②
果
実
が
小
さ
く
な
り
、熟
し
て
も
緑
色

が
残
る
。

③
病
気
が
進
行
す
る
と
、木
が
弱
く
な

り
、後
に
枯
れ
る
。

　

本
病
の
症
状
は
、栄
養
欠
乏
や
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
等
の
被
害
に
よ
く
似
て
お
り
、見

た
目
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
困
難
で
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
、当
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
を
し
、診
断
を
受
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

侵
入
警
戒
調
査
事
業

　

県
で
は
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン

グ
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、県
全

域
を
調
査
し
、病
気
と
診
断
さ
れ
た

樹
の
早
期
伐
採
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、大
宜
味
村
内
の
一
部
地
域

(

押
川
、大
兼
久
、大
宜
味
、根
路
銘)

は
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
と

媒
介
虫
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
が

な
い
た
め
、そ
の
地
域
へ
の
病
気
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
事
業（
侵
入
警

戒
調
査
事
業
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、大
宜
味
村
内
に
苗
や
穂

木
を
持
ち
込
む
際
は
、県
で
指
定
し

た
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。検
査

の
詳
細
は
、県
営
農
支
援
課
、県
病
害

虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー
、ま
た
は
大
宜
味

村
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
除
方
法

　

こ
の
病
気
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
と
カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
に
か
か
っ
た
木
か
ら
取
り

木
や
穂
木
の
採
取
を
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
は
、春
と

秋
の
発
生
が
多
い
時
期
に
化
学
合
成
農
薬

に
よ
る
防
除
が
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、感
染
樹
を
放
置
す
る
と
、周
囲
の

健
全
樹
へ
確
実
に
感
染
す
る
の
で
、病
気

に
か
か
っ
た
木
は
、す
み
や
か
に
伐
採
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。伐
採
後
、切
り

株
か
ら
木
が
再
生
し
て
も
病
気
に
感
染
し

て
い
ま
す
の
で
、可
能
な
限
り
地
際
部
か

ら
切
断
、伐
採
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
県
内
に
お
い
て
刑
法
犯
に
よ

り
検
挙
、
補
導
さ
れ
た
少
年(

刑
法
犯
少

年)

は
一 

六
一
〇
人
で
、
前
年
と
比
較
し

て
約
七.

二
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
中
学
生
の
割
合
が
高
く
、
全

体
の
六
一.

一
％
と
半
数
以
上
を
占
め
、

平
成
十
八
年
以
降
、
六
十
％
台
の
高
い

割
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
罪

種
別
で
見
る
と
窃
盗
犯
少
年
が
一
一
三

五
人
で
全
体
の
七
○.

五
％
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
住
宅
な
ど
に
侵
入
し
、

金
品
を
窃
取
す
る
侵
入
窃
盗
犯
が
一
一

〇
人
で
窃
盗
犯
少
年
の
九.

七
％
を
占
め

る
等
、
刑
法
犯
の
低
年
齢
化
、
悪
質
化

が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
良
行
為
の
内
訳
を
見
る
と
、
深
夜

は
い
か
い
が
全
体
の
約
六
割
を
占
め
、

続
い
て
喫
煙
、怠
学
、
飲
酒
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
補
導
人
員
総
数
の
約

七
割
が
深
夜(

午
後
十
時
〜
午
前
四
時)

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
で
は
、
毎
年
三
月
中
旬
か

ら
四
月
に
か
け
て
「
学
年
末
及
び
新

学
期
に
お
け
る
少
年
の
非
行
及
び
犯

罪
被
害
防
止
対
策
」
を
推
進
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
強
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

○
街
頭
補
導
活
動
の
強
化

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
学
校

関
係
者
と
連
携
し
、
少
年
の
た
ま
り

　

少
年
を
非
行
や
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
警
察
で
は
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、少
年
非
行
の
原
因
・
背
景

に
は「
少
年
自
身
の
問
題
」の
ほ
か「
家

庭
の
問
題
」、「
学
校
の
問
題
」、「
地
域
社

会
の
問
題
」な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、警

察
だ
け
で
は
な
く
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

【
子
ど
も
た
ち
へ
】

　

春
休
み
だ
か
ら
と
夜
更
か
し
せ
ず

に
、規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、外
出
し
て
も
寄
り
道
せ

ず
に
ま
っ
す
ぐ
お
家
に
帰
り
ま
し
ょ

う
。家
族
と
話
し
あ
い
、お
手
伝
い
を
し

た
り
、帰
宅
時
間
を
決
め
る
な
ど
約
束

場
と
な
り
や
す
い
場
所
を
重
点
的

に
補
導
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
活
動
の
強
化

　

環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い

る
少
年
や
保
護
者
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
広
報
啓
発
活
動
の
強
化

　

少
年
の
規
範
意
識
高
揚
の
た
め
の
非

行
防
止
教
室
等
を
開
催
し
ま
す
。

シーサー君

ご
と
を
決
め
ま
し
ょ
う
。「
ち
ょ
っ
と
だ

か
ら
い
い
か｣
と
い
う
気
持
ち
が
非
行

に
つ
な
が
り
ま
す
。誘
わ
れ
て
も
断
る

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
保
護
者
の
方
へ
】

　

家
庭
で
の
親
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い

が
少
な
い
と
、親
子
関
係
が
希
薄
に
な

り
が
ち
で
す
。自
分
の
子
ど
も
の
飲
酒

や
、喫
煙
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、黙
認

し
て
い
る
親
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、子
ど
も
と
じ
っ
く
り
話
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、家
庭
が
子

ど
も
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
場
所
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
生
活
状
況
を
よ
く
見
て
、

少
し
の
変
化
も
見
逃
さ
な
い
親
子
関
係

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
】

　

深
夜
に
補
導
さ
れ
る
少
年
が
多
い
こ

と
か
ら
、本
県
の
少
年
非
行
の
原
因
に

は「
夜
更
か
し
社
会
」が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。周
り
の
大
人
が
シ
ン
デ
レ

ラ
タ
イ
ム
を
守
り
、規
則
正
し
い
生
活

を
過
ご
す
こ
と
で
子
ど
も
に
模
範
を
示

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、外
で
知
っ
て
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
一
声
か
け
る
な

ど
周
り
の
子
ど
も
に
関
心
を
持
ち
、地

域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

カンキツグリーニング病に感染すると…

枯死したみかんの木

ミカンキジラミ成虫（媒介昆虫）

黄化、退緑した葉

　
　
　

内

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
発
生
が
な
い
地
域

2mm

感染して間もないみかんの木

数年後

刑法犯少年・不良行為少年の推移刑法犯少年学職別人員（H21）

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

☎ 

０
１
２
０（
２
７
６
）５
５
６

受
付　

月
〜
金

午
前
九
時
半
〜
午
後
六
時
十
五
分

単位（人）

33,064

2,313

37,860

2,063

36,801

1,882

40,773

1,735

34,000

1,610

出発式のようす
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

宮古分館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
3 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
期
間

　
3
月
6
日（
土
）〜
7
日（
日
）

●
場
所

　
県
民
広
場（
那
覇
市
）

●
内
容

　
第
一
部
午
後
1
時
半
〜

　「沖
縄
の
民
俗
芸
能

　〜
島
じ
ま
の
綾
音
・
能
羽
の
輝
き
〜
」

　第
二
部
午
後
5
時
半
〜

　ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

　（サ
ル
サ
・
ジ
ャ
ズ
・
民
謡
・
島
唄
）

●
問
合
せ

　

 

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
事
務
局

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
0
5

　第
23
回
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
レ
デ
ィ
ス

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
3
月
5
日
か
ら
7

日
ま
で
の
３
日
間
、琉
球
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
ま
す
。女
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
開

幕
戦
と
な
る
同
大
会
は
、県
出
身
の
諸
見

里
・
宮
里
両
選
手
が
参
戦
す
る
ほ
か
、人
気

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
勢
揃
い
し
ま
す
。県
民
皆
さ

ま
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　

 

県
観
光
振
興
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
4

●
対
象
製
品

　県
内
で
生
産
ま
た
は
主
た

　る
加
工
が
な
さ
れ
た
製
品

●
問
合
せ

　

 

県
商
工
振
興
課

 

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
3
7

●
応
募
資
格

　
工
芸
関
連
企
業
従
事
者
、ま

　た
は
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
方

　で
県
内
に
3
カ
月
以
上
居
住
す
る
者
ま

　た
は
県
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
。

●
募
集
人
員

　
木
工
、漆
工
研
修  

各
６
名
程
度

●
研
修
期
間

　
５
月
６
日（
木
）〜
10
月
29
日（
金
）

●
受
付
期
間

　3
月
1
日（
月
）〜
31
日（
水
）

●
備
考

　織
物
・
紅
型
の
特
別
研
修
は
、随
時

　受
付（
た
だ
し
、1
年
以
上
の
経
験
者
対
象
）

●
問
合
せ

　県
工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
8
ー
8
8
9
ー
1
1
8
6

●
受
入
期
間

　
６
月
16
日（
水
）〜
26
日（
土
）予
定

●
ゲ
ス
ト
対
象
者

　
海
外
県
人
系
子
弟
で

　満
13
歳
〜
25
歳
の
生
徒
、学
生

●
費
用
負
担

　ゲ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　に
係
る
滞
在
費（
3,
5
0
0
円
／
泊
の

　補
助
あ
り
）

●
応
募
締
切

　5
月
7
日（
金
）

●
問
合
せ

　県
交
流
推
進
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
4
7
9

●
日
程
・
場
所

　
3
月 

6
日（
土
）正
午
〜
午
後
5
時

　豊
見
城
市
中
央
公
民
館

　3
月
13
日（
土
）午
後
1
時
〜
6
時

　名
桜
大
学

　3
月
20
日（
土
）午
後
1
時
〜
6
時

　浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

●
問
合
せ

　マ
ッ
チ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
0
5
0
ー
3
0
7
2
ー
9
1
4
5

　那
覇
市
首
里
鳥
堀
町
地
域（
全
域
）の
土

地
に
つ
い
て
、国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍

調
査
を
行
い
、地
図
お
よ
び
簿
冊
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、そ
の
一
般
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

●
期
間

　3
月
3
日（
水
）〜
23
日（
火
）

　
　
　
　午
前
9
時
半
〜
午
後
5
時

●
場
所

　県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（那
覇
市
首
里
石
嶺
町
）

●
内
容

　沖
縄
県
那
覇
市
地
籍
図
・
沖
縄

　県
那
覇
市
地
籍
簿

●
問
合
せ

　県
土
地
対
策
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
4
0

●
日
時

　
3
月
26
日（
金
）

　
　
　
　午
前
11
時
40
分
〜
午
後
12
時
半

●
場
所

　
県
庁
1
階
ロ
ビ
ー（
県
民
ホ
ー
ル
）

●
内
容

　
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
新
作
フ
ァ
ッ

　シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
せ

　

 

県
観
光
振
興
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
4

　4
月
1
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受

け
取
り
に
つ
い
て
、次
の
16
市
町
村
に
お
住

ま
い
の
方
は
、県
旅
券
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
町

村
役
場
窓
口
に
移
行
し
ま
す
。

●
新
窓
口

　宮
古
島
市
・
恩
納
村
・
宜
野
座

　村
・
伊
江
村
・
渡
嘉
敷
村
・
座
間
味
村
・
粟

　国
村
・
渡
名
喜
村
・
南
大
東
村
・
北
大
東

　村
・
伊
平
屋
村
・
伊
是
名
村
・
久
米
島
町
・

　多
良
間
村
・
竹
富
町
・
与
那
国
町

●
問
合
せ

　県
旅
券
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
7
5

　就
労
能
力
・
意
欲
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、離
職
に
よ
り
住
居
を
喪
失
ま
た
は
そ
の

お
そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象
に
、最
大
6
カ
月

間
住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
相
談
・
申
請

　
各
市
の
福
祉
事
務
所
ま
た

　は
各
福
祉
保
健
所

●
期
間

　
3
月
10
日（
水
）〜
14
日（
日
）

　午
前
10
時
半
〜
午
後
7
時
半

●
場
所

　
リ
ウ
ボ
ウ
ホ
ー
ル

●
内
容

　
当
セ
ン
タ
ー
の
工
芸
製
品
開
発

　研
究
の
紹
介
や
工
芸
技
術
情
報
の
提
供
、

　研
修
生
の
作
品
展
示
発
表

●
問
合
せ

　
 

県
工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
8
ー
8
8
9
ー
1
1
8
6

　国
内
外
の
多
彩
な
映
画
が
上
映
さ
れ
る
ほ

か
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
期
間

　
3
月
20
日（
土
）〜
28
日（
日
）

●
場
所

　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

　那
覇
市
内（
国
際
通
り
周
辺
･
桜
坂
劇
場
等
）

　お
よ
び
北
谷
町
、県
内
小
・
中
学
校
数
カ
所

●
問
合
せ

　

 

県
観
光
振
興
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
4

●
期
間

　
3
月
1
日（
月
）〜
15
日（
月
）

●
申
請
資
格

　
県
内
に
事
業
の
本
拠
を
有

　す
る
製
造
業
者
ま
た
は
販
売
者

●
問
合
せ

　県
福
祉
・
援
護
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
7

　平
成
21
年
10
月
よ
り
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
が
拡
充
さ
れ
、失
業
な
ど
に
よ
り
日

常
生
活
全
般
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、住
宅
入
居
費
な
ど
の
資
金
を
貸
し

付
け
る「
総
合
支
援
資
金
」が
新
た
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

●
相
談
・
申
請

　
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

●
問
合
せ

　県
福
祉
・
援
護
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
7

　一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場

合
、契
約
を
結
ん
だ
日
を
含
め
て
2
週
間
以

内
に
そ
の
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
届

出
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ

　県
土
地
対
策
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
4
0

工芸技術支援センター
沖縄国際アジア音楽祭
地上デジタル放送受信者支援事業
この1年

に
向
け
て

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

☎0980-72-2317

◆ミニ展示「新学期特集」
　3月1日（月）～31日（水）
◆写真展「沖縄の先覚者」
　3月3日（水）～31日（水）
◆郷土史研究会（3月定例会）
　3月18日（木）

◆ミニ展示「戦後～復帰時」収蔵図書
　3月1日(月)～31日(水)

6 日・7 日
13日・14日
20日・21日
27日・28日

◆博物館企画展「ものづくり今昔」
　期　間：3月28日(日)まで
　入場料：大人300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円

◆美術館企画展「タカエズトシコ展」
　期　間：3月14日(日)まで
　入場料：一般1,000円、高校生・大学生700円、
　　　　  小・中学生300円

◆美術館コレクション展
　「水島 源晃写真展」
　「貴方を愛するときと憎むとき」
　期　間：4月18日(日)まで
　入場料：一般300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円

◆博物館企画展
　｢造礁サンゴ　楽園をつくった偉大な建築家｣
　期　間：3月14日(日)まで
　入場料：大人300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円

☆休館日：毎週火曜日、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
通
信
⑪

合
同
就
職
説
明
会
・
面
接
会

国
土
調
査
に
よ
る
地
図
及
び
簿
冊
の
閲
覧

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

土
地
取
引
届
出
制
度

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
拡
充

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
が

一
部
市
町
村
へ
移
り
ま
す
！

3月1日(月)大会開催まで、あと

日
です

149
http://www-ih2010.jphttp://www-ih2010.jp
大会公式HPはこちら大会公式HPはこちら

ゲート通りにて

　今
回
は
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
P
R
活
動

に
関
連
し
た
、会
場
地
市
町
村
実
行
委
員
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　昨
年
十
一
月
二
十
一
日（
土
）〜
二
十
二
日

（
日
）、沖
縄
市
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
沖

縄
国
際
カ
ー
二
バ
ル
２
０
０
９
」が
コ
ザ
・
ゲ

ー
ト
通
り
周
辺
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。沖
縄
市
実
行
委
員
会
で
は
、「
美
ら

島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一

環
と
し
て
、ま
た
開
催
二
五
〇
日
前
記
念
イ

ベ
ン
ト
も
兼
ね
て
、カ
ー
ニ
バ
ル
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る「
コ
ザ
絵
巻
パ
レ
ー
ド
」

に
参
加
し
ま
し
た
。沖
縄
市
の
中
央
パ
ー
ク

ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
国
道
三
三
〇
号
線
・
コ
ザ
・
ゲ

ー
ト
通
り
ま
で
の
約
一.
二
ｋ
ｍ
の
距
離
を

歩
く
パ
レ
ー
ド
で
、市
実
行
委
員
会
事
務
局

員
・
コ
ザ
高
校
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
・
那
覇
商
業
高
校
水
球
部
員
の
総
勢
六
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　パ
レ
ー
ド
で
は
、先
導
の
広
報
車
両
よ
り

大
会
の
賛
歌
曲
で
あ
る「
美
ら
P
O
W
E
R
」

を
流
し
な
が
ら
、広
報
用
の
横
断
幕
や
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
て
行
進
す
る
と
と
も
に
、沿
道

の
市
民
等
へ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
マ
ス
ク

を
配
布
し
、「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　大
会
の
主
役
と
な
る
多
く
の
高
校
生
が

参
加
し
た
こ
と
で
、パ
レ
ー
ド
が
大
い
に
盛

り
上
が
り
、大
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
高

校
生
一
人
一
役
活
動
」の
実
践
活
動
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
研
修
生
募
集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

平
成
22
年
度
沖
縄
県
推
奨

優
良
県
産
品
の
申
請
募
集

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭

月
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ（
入
場
無
料
）

第
23
回
ダ
イ
キ
ン
オ
ー
キ
ッ
ド
レ
デ
ィ
ス

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

工
芸
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
展

第
2
回
沖
縄
国
際
映
画
祭



南城市商工会事務局長 佐藤和幸さん

「東御廻り」シンボルマーク

自家製の無農薬ハーブを使った精油（右）
地元のクチャや月桃を使った商品を開発（上）

自然と触れあいながら市内の歴史遺産など
を巡る「神のさと・南城ウォーク」

南 城 市

輝
け　

わ
し
た
島
の
未
来

！

合
併
市
が
取
り
組
む

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ま
ち
づ
く
り

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
で

心
身
を
癒
す「
南
城
ウ
ォ
ー
ク
」

　

平
成
十
八
年
に
、旧
佐
敷
町
、知
念
村
、

玉
城
村
、大
里
村
の
四
町
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
た
南
城
市
。東
海
岸
の
緑
豊
か
な

景
観
の
中
、世
界
遺
産
の
斎
場
御
嶽
を
は

じ
め
多
く
の
城
跡
、神
の
島
と
し
て
知
ら

れ
る
久
高
島
な
ど
歴
史
資
源
が
数
多
く
点

在
し
て
い
ま
す
。

　
「
祈
る
こ
と
で
人
の
心
は
安
定
し
、そ
の

安
心
感
が
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。歴
史
や

精
神
文
化
の
高
さ
が
南
城
市
の
財
産
」と

話
す
の
は
、昨
年
四
月
に
市
商
工
会
事
務

局
長
に
就
任
し
た
佐
藤
和
幸
さ
ん
。平
成

十
八
年
に
移
住
し
、南
城
市
地
域
再
生
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。合
併
を
き
っ
か
け
に
、

佐
敷
・
知
念
・
玉
城
に
点
在
す
る
拝
所

巡
礼
「
東
御
廻
り
」

の
誘
導
板
や
説
明

板
を
整
備
し
、統
一

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
作
成
。ま
た
、統

合
医
療
を
活
用
し

た
心
身
の
健
康
づ

く
り
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、地
元
の
植
物
を
使
っ
た

南
城
織
り
の
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
と
商
工
会

の
共
同
事
業「
神
の
さ
と
・
南
城
ウ
ォ
ー
ク
」

は
、市
内
の
歴
史
遺
産
な
ど
を
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
る
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
。南
城
ウ
ォ
ー
ク
に
は
文
化
財
ガ
イ
ド

が
同
行
し
、史
跡
等
の
解
説
も
聞
け
る
ほ

か
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

　
「
南
城
市
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
心
豊
か

な
時
間
を
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
」と
呼
び

か
け
る
具
志
堅
美
千
代
さ
ん
。文
化
財
ガ
イ

ド
を
務
め
る
ほ
か
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。ポ
ー
ル
で
支

え
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、膝

へ
の
負
担
が
軽
く
、通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。「
週
に
四
、五
回
は
友
人
と
歩

き
ま
す
」「
自
分
で
歩
く
こ
と
で
楽
し
さ
を

広
め
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、と
も
に
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
員
の

高
良
久
美
子
さ
ん
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
の
屋
我
和
枝
さ
ん
。

　

高
良
さ
ん
は
カ
ラ
ム
シ
や
ト
ラ
ノ
オ
な

ど
の
地
域
の
植
物
の
繊
維
を
使
っ
た
南
城

織
り
の
活
動
に
も
熱
心
で
、「
手
間
ひ
ま
を

か
け
た
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
は
愛
着

も
ひ
と
し
お
」と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

自
家
農
園
で
無
農
薬
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、

上
質
の
精
油
を
製
造
・
販
売
す
る
金
城
正
枝
・

豊
和
さ
ん
夫
妻
。「
南
部
特
有
の
粘
土
ク
チ
ャ

と
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
海
風
、霧
や
山
の
湧
き

水
、降
り
注
ぐ
太
陽
。こ
れ
ら
す
べ
て
が
ハ
ー

ブ
栽
培
に
適
し
た
環
境
で
す
。そ
の
た
め
、南

城
市
産
の
ハ
ー
ブ
は
香
り
が
違
い
ま
す
」と

話
す
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
正
枝
さ
ん
。南
城
ウ
ォ
ー

ク
後
に
つ
か
る
地
元
産
ハ
ー
ブ
の
足
浴
を
提

供
し
た
い
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
ク
チ
ャ
で
石
け
ん
を
開
発
し
た
み

ね
い
美
健
堂
の
嶺
井
弘
さ
ん
は
、消
臭
や
抗

菌
作
用
の
高
い
月
桃
エ
キ
ス
を
使
う
こ
と
で

ク
チ
ャ
の
泥
臭
さ
を
解
消
。「
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
自
信
作
。南
城
市
の
特
産
品
に
応
募

し
て
販
路
を
拡
大
し
た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

　

市
農
山
漁
村
生
活
研
究
会
知
念
グ
ル
ー
プ

代
表
の
前
城
邦
子
さ
ん
は
、グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
地
元
産
も
ず
く
を
使
っ
た

パ
ン
や
蒸
し
カ
ス
テ
ラ
な
ど
メ
タ
ボ
対
策
の

た
め
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、地
域
へ

広
め
て
い
ま
す
。「
前
城
さ
ん
を
通
じ
て
地
域

と
つ
な
が
り
、毎
日
が
楽
し
く
な
っ
た
」と
話

す
の
は
、カ
フ
ェ・
ポ
ラ
ン
の
ひ
ろ
ば
の
運
天

紀
美
枝
さ
ん
。生
活
研
究
会
で
の
活
動
以
外

に
、民
泊
で
高
校
生
の
受
け
入
れ
を
し
た
り
、

南
城
織
り
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
聖
地
を
大
切
に
す
る
地
元
の
想
い
を
尊

重
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
地
道
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。今
後
は
、城
跡
な
ど
の
史
跡
に
は
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
魅
力
を
加
え
、さ
ら
に

磨
き
を
か
け
た
い
。各
字
の
伝
統
行
事
や
民

話
な
ど
も
、地
域
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に

継
承
し
て
い
き
た
い
」と
佐
藤
さ
ん
。焦
ら

ず
に
、地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け
、

　放置していた親知らずの痛みがピークに達し、とうとう歯科に行くこと
にした私。消毒臭と歯を削る音にびくつきながら診察台で待つこと5分。
先生はあっさり「抜いちゃいましょう」の一言。覚悟を決め口を大きく開け
ると、痛みもなくほんの数分の処置で抜歯。先生の腕なのかはたまた医学
の進歩か、想像していた子どもの頃の抜歯とは大違いでした。   (momo)

　先月、小学校１年の娘に「この時期は桜が満開だから、週末は八重岳
に桜見に行こうか？」と提案してみたところ、「別にいい」とテンション低
い返事が（!?）。「あれ?」と思い理由を聞いてみると、クワッ！な顔で「桜は
学校とかにも咲いてるし、桜のために遠くまで行ったらガソリンがもっ
たいないよ！」・・・地球に優しいエコ娘に育っております（汗）　 （tako）

企画・編集・発行　沖縄県知事公室広報課
〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL：098-866-2020
●表紙 写真・島袋常貴／
　自家製の無農薬ハーブを栽培し
　精油を製造・販売（南城市）
　

歴
史
や
自
然
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ（
霊
性
）を

生
か
し
た「
神
の
さ
と
・
南
城
の
ま
ち
づ
く
り
」

何
よ
り
地
元
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が

ら
行
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
元
気

の
秘
訣
が
あ
り
ま
し
た
。

南城市商工会
☎098-947-1283
URL　http://www.nanjo-shoko.jp

アンケート
「美ら島沖縄」のご感想をお聞かせください。
パソコンはこちら
http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

特
産
品
や
メ
ニ
ュ
ー
も
誕
生
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せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

あ
が
り
う
ま
ー
い

あ
ざ

「
南
城
市
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

・
地
域
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
力
を
借
り
る

・
住
民
一
人
ひ
と
り
が
マ
ル
チ
な
能
力
を
発
揮

・
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
時
間
を
か
け
て
実
行
す
る

地
域
の
植
物
の
繊
維
を
使
っ
た「
南
城
織
り
」

地
元
で
採
れ
る
食
材
を
使

っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を

考
案


